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しろ うま だけ 

白
馬
岳

 

［
中
信
署
］
白
馬
村
の
西
部
に
位
置
す
る
白
馬

山
国
有
林
に
は
、
秀
麗
な
白
馬
岳
が
望
め
ま

す
。

　

白
馬
岳
の
由
来
は
、
田
の
代し
ろ
か掻
き
の
頃
に
現

れ
る
雪
形
が
代
掻
き
馬
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
代

馬
か
ら
白
馬
へ
と
変
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

杓
子
岳
、
白
馬
鑓や
り

ヶ
岳
と
合
わ
せ
て
白
馬
三

山
と
も
呼
ば
れ
、
多
く
の
登
山
客
に
親
し
ま
れ

る
と
と
も
に
、
白
馬
連
山
高
山
植
物
帯
と
し
て

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
大
切
に

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
馬
岳
近
代
登
山
の
歴
史
の
中
で
、
松
沢
貞

逸
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
氏
は
、

明
治
三
十
三
年
十
一
歳
に
し
て
白
馬
岳
初
登
頂

を
果
た
し
、
三
十
七
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去

る
ま
で
登
山
道
開
拓
な
ど
、
白
馬
岳
周
辺
の
発

展
に
尽
力
し
、
明
治
四
十
一
年
白
馬
岳
山
頂
に

日
本
初
の
山
小
屋
（
現
在
の
白
馬
山
荘
）
を
建

て
る
等
、
近
代
登
山
の
先
駆
者
と
し
て
大
い
に

貢
献
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
白
馬
岳
の
開
山

祭
を
「
貞
逸
祭
」
と
し
、
同
氏
を
偲
ぶ
と
と
も

に
そ
の
功
績
を
称
え
て
い
ま
す
。

　

白
馬
岳
の
魅
力
は
、
北
ア
ル
プ
ス
随
一
と
言

わ
れ
る
高
山
植
物
の
多
様
さ
で
す
。
ウ
ル
ッ
プ

ソ
ウ
を
始
め
コ
マ
ク
サ
、
ツ
ク
モ
グ
サ
、
イ
ワ

ベ
ン
ケ
イ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
等
の
高
山
植
物

や
、
シ
ロ
ウ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
シ
ロ
ウ
マ
ア
サ
ツ

キ
、
シ
ロ
ウ
マ
タ
ン
ポ
ポ
、
シ
ロ
ウ
マ
オ
ウ
ギ

な
ど
白
馬
岳
を
名
前
に
も
つ
種
類
も
含
め
三
百

種
を
超
え
る
花
々
が
競
う
よ
う
に
咲
き
誇
り
、

多
く
の
登
山
者
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

咲
く
花
が
時
期
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
何
度
訪

れ
て
も
違
う
姿
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
魅
力
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
山
途
中
で
分
か
ら
な
い
花
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
七
月
か
ら
八
月
の
間
、
登
山
道
に
い
る
赤

い
シ
ャ
ツ
を
着
た
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
の
人

に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
花
の
名
前
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞
け
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

白
馬
岳
は
他
に
も
、
三
大
雪
渓
の
一
つ
白
馬

大
雪
渓
や
天
然
記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
鑓
ヶ

岳
下
の
白
馬
鑓
温
泉
な
ど
登
山
の
醍
醐
味
の
全

て
が
こ
の
山
に
は
あ
り
ま
す
。

　

是
非
白
馬
岳
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

�

Ｊ
Ｒ
大
糸
線
白
馬
駅
か
ら
猿
倉
ま
で
バ
ス
で

約
三
十
分
、
大
雪
渓
ま
で
徒
歩
一
時
間
三
十

分
、
頂
上
ま
で
約
四
時
間
。

冬の白馬三山 グリーンパトロール隊員の活動

砂浴びをするライチョウ（雄） 稜線に咲くコマクサ


